
西
域
出
土
梵
本
法
華

経

の

一
断
簡

に
難就
い
て

(
眞

田
)

西
域
出
土
梵
本
法
華
輕

の

一
断
簡

に
就

い
て眞

田

有

美

剛

一
九
〇

二
年
よ
り

一
九

三
四
年
ま

で
前
後
三
同
に
亘
つ
て
行

は
れ
た
大
谷
探

検
隊

の
將
來
品

の

一
部
及
び
其
行
程

に
つ
い
て
は
、
既

に
西
域
考
古
圖
譜

・
新

西
域
記
等
に
報
告
さ
れ

て
ゐ

る
。

そ
の
將
來
晶
中
に
は
中

亜
出
土

の
梵
文
佛
教

経
典
ハが
含

ま
れ
て
ゐ
た

こ
と
、

及
び
、

そ

の
中
に
は
法
華
経

の
漸
片

が
多
籔
あ

つ
た
こ
と
は
注
目
に
便
す

る
。
新
西
域
記
下
巻
附
録

こ
の

「
關
東
臆
博
物
館
大

谷
家
出
品
目
録
」
に
依

る
と
第
六
入
七
號
-

第
六
九
七
號

に

「
梵
字

法
華
経
断

片
」
と
し
て
各

ー
の
大
さ
と
噺
片

の
箇
藪
を
記
し
、

合
計

二
百
七
十

一
箇
あ
る

こ
と
を
示
し
て
ゐ
る
。

然
し
、

そ
の
内
容
に

つ
い
て
は
何
等
記

し
て
ゐ
な

い
。

一
九

二
三
年
頃
、

上
海

の
無
憂
園

で
大
谷
探
槍

隊

の
將
來

品
を
調
査

し
た
ミ

ロ

 
ユ
 

～
フ
博
士

(Z
.
D
.
M
9

8

v
)

の
記
録
に
よ
る
と
梵
文

法
華
経
神
力

品
に
鵬

す
る
九
断
片

と
藥

王
晶

の

一
漸
片
が
あ

つ
た
と
言
ひ
、

此
等

の
大
さ
内
容
性
質

等
に

つ
い
て
は
少
し
も
読
明
し
て
ゐ
な

い
か
ら
、

そ

の
詳
細

を
知

る

こ
と
は
出

 
 
 

來
な

い
。
然
し
、

同
博
士
が
後
に
獲
表

し

た

論
文

に

よ

る

と
、

大
谷
探
槍

隊

(
一
九
〇
九

年
ー

一
九

一
三
年
)

の
橘
瑞
超
師
に
よ

つ
て
將

來
せ
ら
れ
た
西
域

梵
本
法
華
輕

は
五
十
六ハ
の
噺
片

よ
り
な
り
、

其
等

の
爲
本
は
三
十
四
に
分
類
整

理
せ
ら
れ

て
ゐ
て
、
書
腱

は
直

立
グ
プ

タ
文
字

(
ρ
p
目茜
h
t
の
這
p
t㊤
)

で
あ
る

が
、
異

つ
て
書
禮

で
記

さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
、

A

・
B

・
C

・
D

の
四
種

に
分
た

れ
て
ゐ
る
と
言

ふ
。

A
本
は
白
褐
色

の
楮
紙
に
書
か
れ
て
ゐ
て
、
完
本
が
な

い
か
ら
想
像

に
過
ぎ

な

い
が
、
多

分
そ
の
大

さ
は

4
0
×
l4
c
m

で
勘

つ
た
ら
し
く
、

各
紙

の
左
側

中
央
に
直
径

N
奉

c
m

の
紐

穴
が
あ
り
、

各
頁
十

一
行

一
字

の
大

さ
。

6
i

l

c日

(
四
字
約

3
c
m
)

で
あ
る
。

こ
の
窩
本
は

二
十

五
の
小
断
片

に
分
れ
て
ゐ

る
が
、

十
二
の
部

分
に
整

理
さ
れ

て
ゐ
る
。
(
り剤0
。
l
●
1i

lN
。)
こ
れ
等

は
ト

ル
フ
ァ
ン

(已
霞
f
a
旨
)

の
近
く

の
ト

ユ
コ
ン

(
已
守
y
与
K
0
ロ
)
か
ら
將

來
せ
ら

れ
た
も

の
の

三
部

分
で
あ

る

と

言

ふ
。
其
中

に

は

方
便
品

・
警

喩
晶

・
人
記

品

・
法
師

晶

・
安
樂
行

晶

・
踊
出
品

・
分
別
功
徳

品

・
法
師
切
徳
品

・
陀
羅
尼

品

・
嚴

王
品
の
各
品
が
含
ま
れ

て
ゐ
る
。

こ
の
A
本

の
書
禮
は
中
亜
系

グ
プ

タ

文
字
と
言
ふ
よ
り
印
度
系

グ
プ

タ
字
に
近

い
も

の
で
、
其
中

に
出

て
來
る
十
六ハ

の
字
母
に

つ
い
て
其
特
長
を
比
較
し
て
見
る
と
、
其
中

の
十

三
の
パ

ワ
ー
爲
本

(
しu
0
w
段

冒
S
S
・)

又
は
ウ

ェ
バ

ー
爲
本

(
w
Φ
b
2

M
S
S
●)

に
近
似
し
て
ゐ

て
、
他

の
三
は

マ
ッ
カ
ー
ト

ニ
ー
爲
本

(M
a
c
鶏
9
y

M
S
S
●)

に

一
致

し

て

ゐ
る
。

此
等

の
黙

か
ら
、

A
本
の
筆
爲
年
本
を
五
世
紀

の
中
頃

と
推
定

し
て
ゐ

る
。B

本
は

二
十
入
漸
片

(乞
0
s
」

N
-
N
Q
。)
あ
り
、

A
本
よ
り
、

い
く

ら

か
柔

か
い
白
褐
色

の
紙
に
書

か
れ
て
ゐ
て
、
大
さ

3
b
。×
1N
●刈
c
導
、
紐
穴

の
直
径

3

i
3
b

cm
、

い
く

つ
か

の
噺
片

の
表

面
に
番
號
が
記
し
て
あ

つ
て
、

そ

の
或
も

の
に
は

「
b
。00
」

の
番
號
が
あ
る
。

各
紙

十
行
、

一
字

の

大

さ
。

61
。
『
c
m
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で
あ
る
。

此
等

の
薗
片
中

に
は
警

喩
晶

・
信
解
品

・
化
城
喩
品

・
授

記
品

・
人

詑
品

・
法
師
晶

・
見
寳
塔

晶

・
分
別
功
徳
品

・
法
師
功
徳

品

・
常
不
輕

品

・
陀

羅
尼
品

・
藥

王
品

・
妙
苦
品

・
普
門
品

が
あ
る
。

此
B
本
中

の
普
門

晶
は
偶
頚

を
全
く
敏

い
て
ゐ
る
。

此
普
門
品
關
係

の
も

の
は
三
蜥
片

あ
る
が
、
其
等

は
ス

タ
イ
ン
博
土
將
來

の
フ

ァ
ル

ハ
ー
ド

・
べ
ー
グ
 
(
F
a
r
-
B
e
g)
 本
に
近

い

色

々
の
特
色
を
持

つ
て
ゐ
る
黙
か
ら
大
謄
五
世
紀
終
頃

の

も

の

と
推
定

さ

れ

る
。C

本

は
三
蘭
片
 
(
N
o
s
.
 
29
-
3
1)
 か
ら
な
り
、

あ
ま
り
小
漸
片

で
あ

る
爲
、

そ

の
大

さ
を
記
し
得
な

い
が
、

用
紙
は
非
常

に
薄

い
紙

で
あ

つ
て
、
文
字

の
大

さ
は

0
.5
cm

位
で
あ
る
。
書
鐙
は
大
膿

B
本

の
そ
れ
に
近

い
。
此
噺
片
申

に

は
法
師

品

・
分
別
功
徳

品
が
あ
る
。

D
本
は
七
噺
片
 
(
N
o
s
.
3
2
-
3
3

)
 あ

つ
て
此
中
初

の
六
漸
片
は
恐
ら
く
同

一

窟

本
で
あ

つ
た
も

の
ら
し
く
、

大
さ
は

3
6
×
1
1
.6～

1
2
c
m
。
此
等

は
常

不
輕

品

・
祥
力

品
に
相
當

し
、
此

の
部
分
は
カ

シ
ュ
ガ
ル
本

に
敏
け

て
ゐ
る

か
ら
、

或
は
此
等

の
六
蜥
片

は
ヵ

シ
ュ
ガ
ル
本

の

一
部

で
あ
う

た

の
で
は
な

い
か
と
言

ふ
。
第

七
の
噺
片

は
妙
音
晶

に
相
當
し

一
紙

入
行
、

前

の
六
噺
片

と
は
違

つ
た

爲

本
の

一
部

で
あ
る
。

此

D
本

の
書
膿
は
能
書
膣
直

立
グ

プ

タ
文
字
 
(
C
a
l
l
i
-

g
r
a
p
h
ic
 q
p
rig
h
t
 G
u
p
t
a
)
 で
上
述
め
A

・
B

・
C
三
本

の
書
燈

よ
り
後
代

の
も

の
と
言
は
れ
、

大
瞭
七
世
紀
頃
と
謹
定
さ
れ
て
ゐ
る
。

以
上
、
新
西
域
詑
中

の
大
谷
家
出
品
目
録
と

ミ

ロ
ノ
フ
博
士

の
報
告
に
よ
つ

て
、
夫

谷
探
槍
隊
將

來
の
西
域
本
梵
文
法
華
経
が
如
何
な
る
も

の
で
あ
る
か
、

略

蓋
知

る
こ
と
が
出
來
る
。

是
等

の
貴
重
な
る
資

料
が
吾

等
學
徒

の
見
る
こ
と

(
3
)

の
出
來
な

い
状
態

に
あ

る
こ
と
は
残
念

で
あ
る
と
言
は
ね
ば
な
ら
な

い
。

二

大
谷
探
槍
隊
の
將
來

品
と
し
て
、

西
域
考
古
圖
謹
明
等

の
中
に
報
告
さ
れ
て
ゐ

る
も

の
の
中
、

未
だ

不
明

の
文
獄
と
し
て
残

さ
れ

て
ゐ
る
も

の
が
少
く
な

い
。

此
庭

に
報
告

し
よ
う

と
す

る
も

の
も
、

そ

の

一
で
あ

る
。
そ
れ
は
、
西

域
考
古

圖
譜
下
雀
、

西
域
語
文
書
 (
29
)
 1
、
梵

文
佛
典
闘
片
 (
和
閲
)
 2
、
同
上
裏

面

と
あ
る
も

の
で
、

こ
れ
は
梵
文

法
華
経

の
断
片

で
あ

つ
て
妙
音

品
の
絡

か
ら
普

(
4
)

門
品

の
初
 
(K
e
m
 
N
g
n
jio
 e
d
.

5

1i
轟
い8
,

)
 に
相
當
す

る
。

大
さ
は
約

2

×
12
.2
c
m

あ

つ
た
ら

し
く
噺
片

の
中
央
に
紐
穴
あ

り
、

一
紙

十
行
、

用
紙

に

つ
い
て
は
読

明
が
な

い
か
ら
不
明
で
あ
る
が
、
出
土

地
は
和
閲

で
あ
る
。

此
断
片

は
右
約
三
分

の

一
と
表

面
の
上
部
三
分

の

一
近
く
歓
損

し
て

ゐ
る
た
め
、

表
裏
乏
も
三
行

を
殆
ど
敏

い
て
ゐ
る
。

書
燈
は
直

立
グ
プ
タ
文
字

で
ト

ー

マ
ス
博
士
 
(F
.
 W
.
 T
h
o
m

)
 に
よ

つ
て
研
究
さ
れ
た
西
域

本
法
華

経
壽
量
品
ー

分
別
功
徳
品

の
漸

片
 
(H
o
e
m
le
 M
S
.
 
N
o
.
)

及
び
日
藏

経

の
漸
片
 
(
H
o
e
r
n
l
e
 
M
S
.
N
o
.
 
1
4
3
a
,
 
S
.

(
5
)

te
x
t
)
 に
非
常
に
似

て
ゐ
る
。
紙

面

の
都
合

上
字
母

に
つ
い
て

の
詳
細
な
読
明

は
省
略
す
る
が
、

此
籔
片

の
書
窩
年
代
は
大
艘

五
世
紀

の
後
牛
頃
と
推
定
さ
れ

る
。

圖
譜

の
爲
眞

は

と

と
が
逆
と
な

つ
て
ゐ
る
。

次
に
爲
本

の
本
文
を
掲

げ
る
。

(
ト
ラ
ソ

ス
ク
リ
プ
ト
は
出
來
る
限
り
原
文

に
忠
實
に
し
た
。

〔

〕
内

は
筆
者

の
添
加
を
、

□
は

不
明

の
字
母
を
示
す
。
)

西
域
出
土
侯梵
本

法
華
輕

の

一
断
簡

に
就

い
て
 (
眞

田
)

-95-



西
域
出
土
梵
本

法
華
経

の

一
噺
簡

に
就

い
て
 
(翼

田
)

こ
の
爲
本

と
ネ
ポ

ー
ル
梵

本
を
圭
と
し
た

ヶ
ル
ン
南

條
本
と

の
相
違
黙
を
甥

比
し
て
見

る
と
次

の
如
く

で
あ
る
。
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以
上
野
照
に
よ

つ
て
知
ら
れ
る
様
に
此
蘭
簡

は
ネ
ポ
ー
ル
本

に
比
し

て
簡
略

で
あ
る
。
印

ネ
ポ

ル
本
に
は
形
容
詞
的
字

句
が
著

し
く
増

加
さ
れ

て
ゐ
る
。

特
に
、
e
t
t
a
k
a
 

(1
,
 
1
.6
.)
,
 ta
tta
k
a
 (I
,1
.
)
 の
檬
な
佛
教
梵
語
特
有

の

語
形
を
用
ひ
て
ゐ
る
こ
と
、

ネ
ボ
ー

ル
本
に
妙
書
が
 
G
a
d
g
a
d
s
v
a
r
a

と
な

つ

て
ゐ
る

の
が
、
全

て
、
G
a
g
a
ra
sv
a
a
 と

俗
語
形

を

取
つ
て
ゐ
る
こ
と
、

ネ

ボ
ー
ル
本

に
あ
る
 M
a

a
sa
tv
a
 の
語

が
全
く
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
な

い
こ
と
、

ネ

ポ
ー
ル
本

の
 
a
b
h
u
t
 
a
b
h
u
s
i
t
 

(
a
o
r
.
 
3
 

S
i
n
g
.
 

p
.)
 と
な

つ

て
ゐ
る
こ
と
 
(
1
.
 
1
.9
I
I

)
 等

が
注
目
さ
れ
る
。

叉
、
妙
暑

品

の

終

に

「
妙
音
品
」
と
名
く
る
第

二
十

一
と
し
て
、
更
に

「
二
十

一
」

の
藪
字

を

記
し
て
ゐ
る
。

こ
れ
は
此
爲
本

の
妙
音
品
が
第

二
十

一
品
で
あ

る
こ
と
を

示
し

て
ゐ
る
。
多
く

の
ネ
ポ

ー
ル
梵

本

の
中
ケ

ン
プ

リ

ッ
ヂ
B
本
だ

け
が
第

二
十
四

品
と
な

つ
て
ゐ
る
外
は
何
れ
も
第

二
十
三
品
と
な

つ
て
ゐ
る
。
漢
繹

で
は
法
護

課

は
第

二
十

二
品

・
笈
多
課
は
第

二
十
三
品

・
羅
什
課

は
第

二
十
四
品

と
な

つ

て
ゐ
る
。
此
等

の
諸
本
と
全
く
違

つ
た
品
藪
を
示
す
此
噺
簡

の
存

在
は

法
華
・輕

成

立
史
考
究

の
上
に
貴
重
な
新
資

料
を
提

供
す

る
も

の
と
言

へ
る
。

1

こ
れ
は
 
A
 
l
i
s
t
 
o
f
 
F
r
a
g
m
e
n
t
s
 
o
f
 
B
r
a
h
m
i
 
b
e
-

lo
n
g
i
n
g
 
t
o
 
C
o
u
n
t
 
O
h
t
a
n
i
.
 

と
題

す
る
竜
の
で
、
ト

カ
ラ
語

・
梵
語

ウ
イ
グ

ル
語
等

の
爲
本
断
片

類

の
簡
箪

な
目
録

で
あ
る
。

2
 
N
.
 
M
i
r
o
n
o
v
,
 
M
i
s
c
e
l
l
a
n
e
a
.
 

(
J
P
A
S
 
1
9
2
7
,
 
p
p
.
 
2
4
1

-

)

3
 
本

田
博

士
還
暦

記
念

「
西
域
出
土
梵
本
法
華
経
」
解

読
滲
照
。

4
 
漢

澤

の
法
護
鐸
 
(
大

正
、
IX
.
 
P
.
 
1
2
8
b
,
 
1
.
 
1
8
-
c
,
 
2
0

)
。
羅
什
課

(
大
正
、
I
x
,
p
.
 
5
6
b
,
 
1
7
-
c
,
1
.
6
.

)
、
笈
多
課
 
(
大
正
、
Ix
,
 
P
.
 
1
9
1

a
.
,

1
.
 
2
9
-
b
.
 
N6
)
 に
相
當
す

る
。

5
 
R
.
 H
o
e
r
n
l
e
;
 
M
a
n
u
s
c
r
i
p
t
 
R
e
m
a
i
n
s
 
o
f
 

u
r

fo
u
 
i
n
 
Ea
s
t
 
T

u
r

st
a
u
.
 
P
l
a
t
e
.
 
x
x
.
 

N
o
.
 
2
.
 
や
 N
o
.
 
3

壽
量
品

分
別
功
徳
品

の
断
片

に

つ

い

て
は

「
西
域
出
土
梵

本
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